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写真のタイトル：根性のタンポポ 

 
  撮影場所：亀有 3丁目  写真提供：慶蔵  



 

水辺のふるさとかつしか 夏号 
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こんにちは。環境課自然環境係の大野と申します。 

 

令和５年４月より、自然環境レポーターの担当をさせていただいております。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

 

今回は、編集の際に私が考えていたことをお話ししたいと思います。 

 

文章を作成したり写真を撮影する時は、何もない状態から完成形をイメージして 

言葉や構図を生み出し、それを何度もチェックして理想に近付けることと思います。 

読んだり見たりする時間は、完成に至るまでの過程に比べればとても短い時間かも 

しれません。それでも、そのプロセスによって磨かれた文章や写真には、おっ！と 

思わせるような魅力があると私は考えております。 

これからも、皆さまのレポート等を拝見することを楽しみにしています。 

環境課自然環境係大野 

担当編集のひとコト 
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【調査区５】 計１８種 

〈鳥類〉コアジサシ、ツバメ、オオヨシキリ、 

コガモ、ツグミ、ウグイス、コサギ、 

カワセミ、コゲラ、シジュウカラ 

〈昆虫〉ナミアゲハ 

〈植物〉アカメガシワ、スギナ、ナガミヒナゲシ、 

シロツメクサ、オオバコ、カントウタンポポ 

〈爬虫類〉 ニホンカナヘビ 

【調査区４】計１６種 

〈鳥類〉ツバメ、ウグイス、 

シジュウカラ 

〈昆虫〉ギンヤンマ、 

クロアゲハ、 

ナミアゲハ、 

ツマグロヒョウモン 

〈植物〉アカメガシワ、 

スギナ、 

ナガミヒナゲシ、 

シロツメクサ、 

スズメノエンドウ、 

イモカタバミ、 

オオバコ、ツユクサ 

〈爬虫類〉ニホンカナヘビ 

【調査区３】 計２０種 

〈鳥類〉コアジサシ、ツバメ、ツグミ、 

コサギ、シジュウカラ 

〈昆虫〉クロアゲハ、ナミアゲハ、 

ツマグロヒョウモン 

〈植物〉アカメガシワ、スギナ、 

ナガミヒナゲシ、シロツメクサ、 

スズメノエンドウ、 

イモカタバミ、セリ、オオバコ、 

カントウタンポポ、ツユクサ 

〈爬虫類〉ニホンカナヘビ 

〈両生類〉ニホンアマガエル 

赤字は 

外来種だよ 

【調査区１】 計６種 

〈昆虫〉オオカマキリ 

〈両生類〉ウシガエル 

〈甲殻類〉ベンケイガニ 

〈植物〉アカメガシワ、 

ナガミヒナゲシ、 

シロツメクサ、 

オオキンケイギク 

【調査区２】 計１２種 

〈鳥類〉ツバメ、ツグミ、 

ウグイス、コサギ、 

シジュウカラ 

〈昆虫〉ナミアゲハ、 

ツマグロヒョウモン 

〈植物〉スギナ、ナガミヒナゲシ、 

シロツメクサ、 

スズメノエンドウ、 

ジュズダマ 
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氏名：となり  調査区 4  2023 年 3 月～5 月 
《《 鎌倉町の自宅の庭 》》基本的に自宅の庭だけを観察対象としています。 
 
○カナヘビ 
・尾が根元から切れた大きい個体（写真 3） 
・傷がない大きい個体 
・中くらいの個体（写真 2） 
・小さい個体（写真 4） 

 

 
 

現時点で観察できたカナヘビは 4 個体だった。尾の切れた大きい個体は 5 月 3 日時点で尾が生えてきていたので

すが、5 月 4 日に家の前の路上で死んでいた。車に轢かれた様子はなかった。 
 

 
← ハチ、シャクヤクの葉の上にいた。 
 2023 年 4 月 11 日  

写真 2  2023 年 4 月 16 日 （中） 

写真 3   2023 年 4 月 16 日 脱皮中 （大）

写真 4  2023 年 4 月 23 日 （小） 

写真 1  2023 年 3 月 22 日 
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←2023 年 4 月 16 日 
庭の水槽の抽水植物の間にクモ

が網を張っていた。 
  

2023 年 4 月 2 日 ハエトリグモの仲間 

2023 年 5 月 3 日 
ハチにハエトリグモが狩られました 

2023 年 5 月 21 日 ハエトリグモの仲間 

2023 年 4 月 16 日 カマキリの子供、アブラムシを食べていた 
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2023 年 5 月 21 日 ダンダラテントウ？ 
ハギについたアブラムシの周りにテントウムシがたくさんいた。 

 
 

 
↑ヒメカメノコテントウ？ 
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3/17 水元 3 丁目 レンギョウ        3/21 水元 3 丁目  タンポポ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3/21 水元 3 丁目 ツクシ           4/10  水元 1 丁目  アイリス 
4/15 水元 2 丁目 カナヘビ 
 
 
 
 
 

 春の植物の絵を小学校の図画の時間に描いた記
憶があります。担任は絵画教育の堪能な教員でし
た。その担任の教えは、「春の植物画を描くときは⻩
⾊をふんだんに使いなさい」ということでした。⻩
⾊は幸せの躍動の⾊です。 
 それ以来毎年春を迎える度に、「春は⻩⾊」が頭の
中に映像として呼び起されます。ものみな躍動する
春は、身も心も解き放たれた感じを覚える季節で
す。特に今年の春はそう思わずにはいられません。 
1616



 
 
 
 
 
 
 
5/12 ユキノシタ 水元 3 丁目          5/28   スイレン  水元公園 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑5/28  アサザ  水元公園↑ 
5/30   ドクダミ  水元 2 丁目↓       5/30  季節の農作業  水元 3 丁目↓ 
 
 
 
 
 
 

 自然の営みは、何と高貴なる事象なのだろうと本当に思います。その⾊彩に似せたようにはできますが
人間には出せない特別な⾊合いと造形だと思うのです。ユキノシタとスイレンやドクダミの白は似ていて
非なるもの。貴重種のアサザは「ごんぱち池」に静かに生息していますが、私の小学生のころの田舎ではこ
の季節には、ごく当たり前に出会うことのできる水草でもありました。 
 この季節だからこそ、植物（野菜を含めた）を育てる学びを子ども達に意識して授けたいと考え実践して
います。そこに多くの虫も集まって来るのを期待しながら、子ども達の学びを「ひろげ」「つなげる」こと
が、私の役目だと考えています。 
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葛飾区自然環境レポーター 自由レポート（2023 年 3～5 月） 

 

３⽉ 19 ⽇（⽇） 東⾦町６丁⽬ 江⼾川堤防 

３月に入ると、季節はあっという間にもの凄

い勢いで春の装いへと変化を見せてくれる。 

江戸川堤防の斜面には、アブラナ科の植物が

黄色い花を大量に咲かせたことで、これまでの

寒々しい景色が一変した（写真①）。土手一面に

花が咲くと、心まで温かくなるから不思議だ。

ただ、この植物は果たして在来種だろうか、自

分が幼少期にこの植物は土手にこんなに咲い

ていただろうか、人為的に種が蒔かれてはいな

いだろうか、などとふと考えてしまった。 

 

4 ⽉ 1 ⽇（土） 水元公園 

 今年は桜の開花が、1953 年に統計を取

り始めてから、2020 年・2021 年に並ん

で最も早い 3 月 14 日だった。開花から 2

週間以上過ぎていたが、水元公園最奥部の

小合溜沿いには、まだ満開の桜が咲いてい

た（ソメイヨシノではない）。毎年家族でこ

の桜を見に来ているが、垂れ下がった枝に

丸い花を咲かせるという独特の咲き方がま

た何とも美しく、今年も実に見事だった（写

真②）。まだ見たことのないレポーターの方

がいらっしゃるようでしたら、来年は是非

一度見ていただきたいと思う。 

 

5 ⽉ 13 ⽇（土） 東⾦町 6 丁⽬地先 江⼾川河川敷 

 5 月に入り、約 2 週間が過ぎた。それにしても 3・4・５月はあっという間に景色が冬か

ら春そして初夏へと激変する。江戸川河川敷の植物はもうすっかり初夏の雰囲気だ。 

この辺りは江戸川が蛇行している箇所で、「金町」の「金」は「淵」という意味もあり、

江戸川との関係でこのような地名になったのだろうと言われている（「かつしかの地名と歴

史」2003 葛飾区郷土と天文の博物館 P.53）。そうした場所であることから、堤防が水害

⽒名︓江⼾川の⼩鮒 調査区︓主に 5-24、5-26 町名︓東⾦町 

写真① 江⼾川堤防(住宅側)に咲く 

アブラナ科の植物 

写真② 水元公園 ⼩合溜の桜 
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により破堤しないよう 2002 年 10 月から 2003 年 3 月にかけて堤防強化事業の工事が

行われた。河川敷の低水路を拡幅し、堤防を緩傾斜にして厚みをもたせ、堤防内部には防水

シートを敷いた上でブロックを乗せ、さらにその上に土砂を被せるという工法だった。この

工事自体は温暖化が進みかつて経験したことのない水害から都市を守る上では非常に重要

な工事であったと思う。ただ、当初の国土交通省の工事（案）では、水辺の部分は鋼矢板に

よる垂直護岸でとても多自然とは言えない工法が採用される予定だった。１９９７年に改正

された河川法（当時）は「①治水」・「②利水」に加え「③河川環境の整備と保全」が求めら

れるようになったが、この工事では③が活かされているとは言えない内容だったことから、

国土交通省江戸川工事事務所（当時）の方々と複数回に渡る話し合いを行い、最終的に水辺

箇所の自然再生に一定程度配慮した工法が採用された。それから 20 年。自然は非常に逞し

くしたたかで、あっという間にグリーンベルトが形成された。植物は繁茂し、オニグルミを

はじめとする様々な樹木も増えてきている（写真③④⑤）。かつては確認できなかった野鳥

のセッカがこの地で囀るようにもなった。 

 この日は土手上空にツバメが、堤防上の植物の上では多数のモンシロチョウがそれぞれ舞

っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真⑤ 江⼾川の水辺に繁茂した植物 

写真④ 江⼾川低水路の植物 写真③ 江⼾川堤防上からの眺め 

21



22



23



24



25



26



調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

2

55−62

14

71−93

7

60−132

1

365

19 12

20−37 17−35

3

18−28

1

134

21

26−66

1

101

9

32−36

11 4

24−30 24−35

計 7種類55個体 4種類34個体 2種類16個体

・

・

・

・

・

10 ボ ラ

9 ハ ス

4

2 ア ユ

オ イ カ ワ3

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−308

310

備　　考2023/3/25

カ ダ ヤ シ5

11 メ ダ カ

1 ア シ シ ロ ハ ゼ

特定外来生物

特定外来生物

オ オ ク チ バ ス

【今後の調査日】

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

　4月8日(土)　5月7日(日)　6月4日(日)　7月15日(土)　8月12日(土)　9月10日(日)

朝、水位が高いと思っていたら、1時間ぐらいの間にあっという間に下がって驚いた。
堤防上の桜が満開なのに雨でひと気なし、水路とワンド脇にも桜が咲いていたけど、雨と寒
さで花見を楽しむ余裕なし。
雨天にも関わらず久しぶりに参加してくれたSさんに感謝。（SI）

6 タイリクバラタ ナゴ

7 ド ジ ョ ウ

8 ヌ マ チ チ ブ

昼に、息が白く見える気温で、川の水のほうが暖かく感じました。
水路より下流は、泥状の堆積物が多く、網を引いても閉じないほどでした。
ボラが来ました。春です。ヒバリとキジも鳴いていました。対岸側にカモが群れていました
が、そろそろ渡去の季節かも。（KI）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.80m (12:00)1.29m (14:00)1.22m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて11種類105個体の魚類が採集されました。

雨、気温11.8℃、水温 本流15.7℃、新八水路13.5℃、新八ワンド14.6℃（13:30頃測定）
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

6

33−48

10

61−135

11 1

18−34 35

1

115

1

26

3

77−85

1

151

27 1

30−70 38

1

78

20 5

29−197 30−33

1

23

計 5種類66個体 6種類20個体 3種類3個体

・

・

・

・

・

・ワンド内で卵が産み付けられた木片を発見した。孵化が楽しみ。
午後は川の水が暖かかった。測ってみたら気温と水温が4度近くも逆転していた。（SI）

6 デ メ モ ロ コ

7 ド ジ ョ ウ

8 ヌ マ チ チ ブ

北総線の鉄橋の上で、猛禽らしい鳥がカラスを攻撃していました。営巣しているのか。
先月まで網が閉じないほどだった水底の泥や藻類が、分解したか流されたか、幾分ましに
なっていて、岸を離れても魚が採れました。（KI）

今日は雨風で寒かったですが、段々と暖かくなって魚が増えてきてとても嬉しいです！
（MO）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.74m (12:00)1.53m (14:00)1.58m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて11種類89個体の魚類が採集されました。

【今後の調査日】

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

　5月7日(日)　6月4日(日)　7月15日(土)　8月12日(土)　9月10日(日)

晴れのち曇りのち雨、気温11.8℃、水温 本流15.7℃、新八水路13.5℃、新八ワンド14.6℃
（13:30頃測定）

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−309

311

備　　考2023/4/8

タイリクバラタ ナゴ5

11 メ ダ カ

1 ア シ シ ロ ハ ゼ

特定外来生物

特定外来生物

9 ブ ル ー ギ ル

10 ボ ラ

カ ム ル チ ー4

2 オ イ カ ワ

カ ダ ヤ シ3
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

3

52ー61

1

101

19

63ー140

2

360ー420

3

23ー48

1

515

1

315

1

63

6

27ー42

17

63ー81

2

75ー82

64

30ー73

4

184ー445

1

30

1

25

計 13種類121個体 2種類5個体 0種類0個体

・

・

・

・

・

・

・

中学生の頃来てた子が久しぶりの参加、一緒に投網打ってると胸が熱くなりました。
（MT）

13 ボ ラ

14 マ ハ ゼ

雨、気温14.8℃、水温 本流19.8℃、新八水路19.3℃（13:30頃測定）

冷たい雨天にしては魚種数が集まった。新顔の女性が来訪し元気に川に入った。常連でも

延期のメールに期待した程のきつい天候を、いつもこんな悪いと思わないで欲しい！

昨秋以来久し振りにゴクラクハゼの青緑色の鱗が輝いていた。上手な和名を付けたもの
だ。
トウヨシノボリとクロダハゼの和名の異同について質問を受けた。産卵期の色斑から永ら
く前者が使われてきたが、学名の種小名が命名者の姓に因んで krodai とされたためかク
ロダハゼという和名に変更された。他種のヨシノボリ類が色斑に因んだ和名だから、頑な
に学名に委拠した名前には違和感が消えない。（YK）

8 ゴ ク ラ ク ハ ゼ

デメモロコが岸近くでまとまって採れました。丸々した個体が多く、産卵が近いのかなと
思いました。新八の出口近くに、キショウブが咲いていました。綺麗でしたが、残念なが

魚類ではないが、水路でタイコウチが捕獲できて良かった。一方で、いつも採れるギンブ
ナやメダカはなぜか採れなかった。（AT）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.54m (12:00)1.42m (14:00)1.49m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、あわせて15種類126個体の魚類が採集されました。

11 ド ジ ョ ウ

12 ヌ マ チ チ ブ

（新八ワンドは、本流の水位が下がったため、ワンドの真ん中にしか水がなく、し
かも泥が深くてそこまで行けず採集ができなかった。）

6 コ イ

7 コ ク チ バ ス 特定外来生物

【今後の調査日】

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

　6月4日(日)　7月15日(土)　8月12日(土)　9月10日(日)

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−310
312

備　　考2023/5/7

カ ダ ヤ シ5

15 マ ル タ

1 ア シ シ ロ ハ ゼ

特定外来生物

9 ス ミ ウ キ ゴ リ

10 デ メ モ ロ コ

2 ウ ナ ギ

オ イ カ ワ3

特定外来生物オ オ ク チ バ ス4
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自然環境係 電話：５６５４－８２３７（直通） 

 

 

 

 

★ 自然環境レポーターに誘ってみませんか★ 
 

広報かつしか 7/5 号に掲載いたします！ 

 

現在葛飾区では、多くの方に自然や生きものに興味を持ってもらうことが大切だ

と考えています。皆様が参加されているこの「葛飾区自然環境レポーター」制度は、

今まで自然観察をされたことがない方でも気軽に楽しんでいただける内容のもの

となっております。今後もこの制度をきっかけに、身近な自然や生きものに興味を

持っていただける方々をますます増やしていきたいと区として考えております。 

今年度の自然環境レポーターの新規加入者募集も始まります。この機会にぜひ、

皆様のお友達や知人の方などを自然環境レポーター制度に誘っていただき、一緒に

研修会に参加してみませんか？そして、環境レポートを友人・知人と相談しながら

作成すると、レポーター活動もより楽しめるのではないでしょうか。 

もし、ご紹介していただけるお友達や知人の方などいらっしゃいましたら、事務

局までお知らせください。よろしくお願いいたします。 

 

【申込期限：令和５年７月２４日（月）】 

 

 

★もうすぐ自然環境レポーターの更新の時期になります★ 

自然環境レポーターの皆様には９月１日から１年の任期で活動していただいてお

ります。現在のレポーターの皆様におかれましては、引き続き活動していただけれ

ば幸いです。後日、意思確認の通知を郵送いたしますので、必ず返信または、自然

環境係までご連絡くださいますようお願いいたします。 

 

 

★自然環境レポーター委嘱式・研修会★ 

委嘱式と研修会を「エコライフプラザ」にて、９月２日（土）の午前１０時～ 
１２時に行うことを予定しています。年１回の委嘱式ですので、レポーターの皆様
のご出席をお待ちしております。 
※詳細は、後日ご案内いたします。 
 

お友達や知人の方など 

環境課からのお知らせ 
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★鳴く虫の女王「カンタン」と秋に鳴く虫を聴く会★ 

 

  

令和５年９月頃に、区内のカンタンの里での実施を以下のとおり予定しています。 

詳しい内容については、今後広報に掲載予定です。 

 

・９月上旬～中旬頃、 

西亀有せせらぎ公園（西亀有１-１０-１先）にて。 

・９月１５日（金）、 

青戸平和公園（青戸４-２３-１）にて。 

 

 

★綾瀬川で水辺環境調査を行います★ 

採取した生きものを展示して、その場で調査結果の概要を説明します。 
直接会場へお越しください。 駐車場はありません。 

 

日にち  ７月１９日（水） 〈予備日７月２０日（木）〉 

時 間  １１時３０分～１２時（調査報告） 

場 所  綾瀬川（東四つ木避難橋付近） 

 

 

★新八水路で魚類調査を行います★ 

日にち  ７月１５日（土） ８月１２日（土） ※直前に確認して下さい。  

１０時～１６時ごろ 

場 所  江戸川河川敷 ※事前にご連絡をお願いします。 

持ち物  着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

☆詳しくは、ＨＰ（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）をご覧ください。 
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   ～夏号でご協力いただいたみなさま～ 

 

Ｒさん、有泉桂子さん、瑛ちゃんさん、江戸川の小鮒さん、 

Ｋ・Ｎさん、慶蔵さん、佐々木定治さん、散歩の花子さん、 

下山田隆さん、高橋雅子さん、田村ひろ子さん、千葉美文さん、 

となりさん、トム姉さん、ひらいかつむねさん、広瀬温さん、 

藤並剛さん、むしあおさん、ゆきひめさん、Ｒｙｕさん、 

自主生物調査団（編集：一澤成典さん）  

                             

                  ご協力ありがとうございました！ 

 
 
 
 

 
 

「水辺のふるさとかつしか」第３２５号 

（葛飾区 自然環境レポーター通信第２７７号） 

 令和５年６月末日 発行 

葛飾区環境部環境課自然環境係 

〒１２４－８５５５ 葛飾区立石５－１３－１ 

℡（３６９５）１１１１ 内線３５２２～３ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 

ｆａｘ     （５６９８）１５３８ 

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「水辺のふるさとかつしか」の内容について、 

お間違い等お気づきの点がありましたらお知らせください。 


